




大図録『 建築』の序文として執筆 された『 ユーパ リノス』は、ソクラテスと
パイ ドロスによる冥府での対話 (1)とい う形式を持つている。対話者であるソ
クラテスとパイ ドロスは、プラ トンの『 パイ ドロス』においてもそ うであるよ
うに、師 と弟子とい うべき関係にあ り、また気質 も全 く異なった者同士として
描かれている。立場も気質も異なつた二人の対話である以上、当然そこには異
質な観点や意見が交錯することとなる。 さらに、この作品の中には、対話内の







































さえ、非難の眼差 しを向けているように思われる。 とい うのは、ここに登場す






な質問を投げかけながら、生前 (すなわちプラ トンの著作においてのパイ ドロ
ス)と同様に、ソクラテスから何か有益な言葉を引き出そ うと努める。そ して
次第に、死者である二人の対話は、「生者に時あつて見られるあの永遠への嗜好
は、一体 どこからくるので しょう。 (・ 。)」 (3)とぃ ぅ問いへ と向かい、人間の永
遠に対する嗜好が「神殿や墓を築き、それを不減のものに しようと努め」た り、
「思想に、それを歪みや忘却から守る諧調と抑揚を与えようとし」たりするこ
とについて、発展 して行 く。そ していつ しか二人の対話は、生前に見た建築物
の話へと移つて行 き、そこから、パイ ドロスが、ユーパ リノスとい う建築家 と
の対話を思い起こすこととなる。
このようにパイ ドロスは、次第にユーパ リノスや トリドン (パイ ドロスの話
の中でユーパ リノスのエ ピソー ドに続いて登場する造船家)についてのエピソ
ー ドをソクラテスに伝えることになる、とい う極めて重要な役割を担っている。
すなわち、冥府でのソクラテスの瞑想の中に、不意に介入することになる対話









要としなかつたで しょう。 (・・)それ ら (地上の物質的な美)は、あなたの瞑想
の遥かな飾 り、あなたの懐疑の快い周辺、あなたの心の歩みに好適な風景に過
ぎませんでした。」





にはなりませんで したか。」「そ うい う人たちを、あなたは哲学者以上だとお考
えになりましたか。それ ともそれ以下に。」「彼 らの目的は、あなたご自身の目
的以上に探求 と愛情に価すると思われましたか。それともそれ以下に。」
ここで、パイ ドロスが 「形や外界に対する異常な情熱」を持つた人物 として
念頭においているのは、建築家ユーパ リノスや トリドンのことである。パイ ド
ロスは、ユーパ リノスについて、「私は彼 (ユーパ リノス)にオルペウスの力を
見出 しました」と語つてお り、ソクラテスにも「亡霊が亡霊に対 してなんとい
う熱中ぶ りだろう」とからかわれるような、大変な心酔ぶ りを示 している。 し






ただし、ユーパ リノスの言葉を伝えるパイ ドロスに触発 されて、水を得た魚
のように思考の翼を広げて行 くソクラテスの姿の中には、そ ういつたパイ ドロ
ヴァレリーにおける対話形式






建築家ユーパ リノスのエピソー ドは、パイ ドロスがソクラテスに伝えるとい
う間接の形をとっているので、ユーパ リノスとい う建築家は、パイ ドロスの言
葉の中に しか登場 してこない。すなわち、ソクラテスとユーパ リノスは直接に
対話を交わ したわけではないのである。 しか し、それにもかかわらずユーパ リ
ノスとい う人物は、ある意味で ソクラテスにとつて非常に重要な意味合いを持





嘆させた り、驚かせた りしている。おそ らくユーパ リノスの言葉には、哲学者
ソクラテスのあずか り知 らなかつた新鮮な芸術観 と、豊かで具体的なイメージ
が伴っていたからであろう。そもそも最初にソクラテスの耳を喜ばせたのは「私
(ユーパ リノス)の神殿は、愛する対象が人を動かすように人を動かさねばな






ラテスの思弁的 0観念的あ り方に対 して、ユーパ リノスとい う人物が、自作の
建築物に豊かな具体的イメージを付与 しようとするような形象 と造型によつて
表現を行 う人物だつたことを物語るものではないだろうか。




は黙 し、あるものは語 り、またあるものは、これが一番稀なのだが、歌 うとい
うことに気づきは しなかつたか ?(=n'as―tu pas observ6,(.…)que d'entre les
6difices dont elle est peup16e, les uns sont ″υθιsメ l s autres ρarゴθ″ι′





実際 ソクラテスは、パイ ドロスとの対話が、「歌 う建築」の話から遠 ざか りそ
うになると、「しか し、君の友達が君に語つたことに話を戻すがよい。た しか、
一番貴重な建物について (ユーパ リノスは)君に話そ うとしていたようだね。
私の聞きたいのはそれなのだよ。」と言つてみた り、「彼が『 歌つている』 とい
つた、そ うい う建物について、もう少 しはつきり説明 してくれること」をパイ
ドロスに望んだりするのである。
そ して、実際、 ソクラテスとパイ ドロスの対話は、こういつたユーパ リノス
の個性的な表現に刺激 されて、様々な議論、例えば自然 と人工についてとか、





それでは、ユーパ リノスのい う「歌 う建築」とは、いかなるものだつたのだ
ろうか。 もちろんそれは、決 して容易に創造 し得るものではない。ユーパ リノ
スは、建築に際して、素材の性質や組み合わせ、作品の永続性や 自然 との調和、
さらには建物を見る人の感動に至るまで、「何一つおろそかには しませんで し
た」 とパイ ドロスに語 らせるような、非常に緻密で行き届いた配慮をもつて仕




せん。 (・・)」 とい う言葉に表現されているような肉体 と精神の共同作業の内に
志向され るものである。 しかも、そ うした創造行為を通 して、ユーパ リノスは
「私 自身の建設へ と進んで行 くのだ」と語つている。すなわち、ユーパ リノス
は精神 と肉体が見事に調和 したときには、単に作品が出来あがるだけではなく、
それに伴つて「私 自身の建築」、つま り自己の内的深化 さえもが可能になるとい
うことを言つているのだと考えられる。 さらにそ うした精神 と肉体の共同作業
が最 も効果的に調和 したときは じめて、作品は一種の音楽的調和とでも言 うベ
きものを醸 し出 し、「歌 う建築」なるものが、創造 され得るところとなるのであ
ろう。 ここには、創造行為における三つの段階と呼べるようなものが見出され
る。すなわち、精神 と肉体が協調 し、調和するとい う創造過程の段階、続いて
それが作品の創造 と自己の建設 とを共に可能にする段階、そ して最後はそれ ら
全てが整って始めて立ち現れるであろう理想芸術 としての 「歌 う建築」の完成
の段階である。
さらにパイ ドロスは、対話内での創造行為に対するこういった認識を背景に
して、ユーパ リノスと同種の人物 として トリドンについて語 り始める。
四章 トリドン
120 ヴァレリーにおける対話形式
パイ ドロスが大きな関心を持つているのは、「観念 と行為がはつきり応答 し




りぬけてから戻つてきます と、下劣きわまる放埓三味か ら立ち直つて、物知 り
や賢人や碩学のところへ話をしに行 くのでした。そ うい う人たちを尊敬するこ















すなわち、ユーパ リノスとトリドンの両者に共通 しているのは、パイ ドロス
に言わせ ると、「観念 と行動がはつきり応答 し合 う」とい うことであり、さらに
はまた 「全 く自分だけの知識を作 り上げ」るとい うことである。その結果、は
じめてユーパ リノスの 「歌 う建築」は建設され得るであろうし、また トリドン
が海を深 く研究 した結果生まれた、「先細 りの形のす らりとした『 友愛号』」の
ヴァレリーにおける対話形式
ような船が創 り出され得るのであろう。




























「ああ、悲 しいことだ ! 私は神話や霊感の言葉よりも遥かに虚偽である真理
や誠実さを売 り物に した。私は 自分勝手に創 り出 したことを教えていた…。
(…)もし君たちが私の言葉に傾聴 してくれなかったとしたら、私の誇 りは君
たちの思考を何か別の仕方で征服 しようとしたことだろ う…。私は建物を作 り、





















こういつたことは、作品の終わ り近 くでソクラテスが語る次の言葉に集約 さ
れているように思われる。少 し長 くなるが、その部分を引用することにする。
「私は一生涯神を発見する試みをやってきたが、ただ一つ思索を通 じてのみ神





う。 (…)君が偉大な神意を捉え、万物の創造者に倣お うと覚悟 しうるのは、た
だ行為によつてのみなのだ。それこそ最 も自然な仕方で神にとつてかわること

























者たちは文字表記上の取 り決めのことで分裂 し喧嘩 している一一 ことが何に関
わるかを忘れ さえしないなら、ただただ賞讃すべき事だ。形而上学は紙にすぎ
ないものを金 と、交換手段にすぎないものを存在 とたやす く思って しま う。」(4)
カイエの中には、これに類する言葉が数多く書きつけられている。こういつ
た面で、哲学者 として生きた自らの姿に深い反省の態度を示 し、ユーパ リノス







ヴァレリーにとつて対話 とい う形式は、確かにある種の自由を許 してくれる
ものであったかもしれない。 しか し、それは単に表現上の安易さへと還元され
る問題では決 してないはずである。彼にとって、考えなければならない問題は





















えあろう。 ヴァレリーは彼 ら全ての支配者であり、 したがつて彼 ら全ての思想




の誘惑、複数の人格が混在 している。 しか し、それでもなお、現実には人間は
一つの人格をもち、一つの声に従つて生きて行かなければならない。おそらく、
ヴァレリーにおけるテス ト氏、 レオナル ドもまた、そのような人間の現実から
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